
語り手：友成晋也
■一般財団法人アフリカ野球・ソフト振興機構
（J-ABS）代表理事
■元JICA南スーダン事務所長

聞き手：平田絢音
■J-ABS広報チーム
■明治大学２年生

トークセッション

緒方貞子さんのこと。
難民、アフリカ、
スポーツのこと。
私が聴き出します！



映画の感想



難民とスポーツ



ジュバ市内の移動は防弾車JICA事務所スタッフ



JICA南スーダン事務所時代の仕事

南スーダン都市水道公社への協力 Freedom Bridge（ナイル川架橋）



南スーダン
「国民結束の日」スポーツ大会



南スーダンで始まった青少年野球団
（2018年＠ジュバ）



東京オリンピックと
南スーダン陸上選手団



南スーダン選手団を前橋市へ
＠ジュバ国際空港





スポーツと開発
「アフリカ野球」



ガーナ

タンザニア

南スーダン



アフリカ野球25年



「平和を創る」チカラ
～人と人を結び、紛争を乗り越えて

「人づくり」のチカラ
～規律、尊重、正義

「民主主義」を広めるチカラ
～平等に挑戦できること

３つの野球のチカラ



緒方貞子さん
からの薫陶



故・緒方貞子さんの言葉

スポーツにはね、

いがみ合う民族を

融和させるチカラ

があるのよ



野球は「平和を創るチカラ」がある！

民族紛争を超えて手を組み、南スーダン野球連盟発足！



について



J－ABSのMISSION（存在意義）

J－ABSの方向性：VISION （実現したいこと）

“野球のチカラ”で人が育つ

“野球のチカラ”がアフリカで認められ競技が広がる

“野球のチカラ”が架け橋となり日本とアフリカが共に成長する

“野球のチカラ”でアフリカと日本の未来を創る



野球を通じた人づくり

野球のチカラ で
アフリカと日本の未来を創る



日本への投資

観光旅行

25億人
9000万人台
（４割が高齢者）

30年後

▶アフリカと日本が共に成長

アフリカへ

企業進出



アフリカ55
甲子園プロジェクト



アフリカ55甲子園プロジェクト

上位目標：アフリカの社会に非認知能力(人間力)の高い人材が増える

プロジェクト目標：アフリカの学校で「ベースボーラーシップ教育」が普及する

【 アフリカ各国で野球を通じた人材育成に貢献 】

競技環境
をつくる

ベースボーラー
シップ教育

甲子園大会



ベースボーラーシップ教育

野球・ソフトボールの指導を通して

『 規律・尊重・正義 』
などの精神を育む教育

べースボール ＋ スポーツマンシップ



アフリカ55甲子園プロジェクトの実績

ガーナ

タンザニア

ケニア

ナイジェリア

南スーダン

ベナン



タンザニア甲子園大会に南スーダンチーム登場！



最終的に残るものは

教育よ



タンザニア甲子園
スタディツアー



次の日曜日（２９日）
２１：００～

オンライン説明会
お気軽に

ご参加ください！

説明会申込フォームはこちらから



質疑応答
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